
  
  

 

 

１．委員構成 

   委 員 長 ： 川下  勉 

   副委員長 ： 稲垣 清也 

   委 員 ： 東野 真樹、中川 敬雄、山口 忠志、林  茂信 

 

２．調査目的 

   基地対策に関する調査研究 

 

３．調査期間 

   令和２年９月２５日～令和３年９月１４日 

 

４．委員会等開催状況 

 委 員 会 現 地 視 察 

令 和 ２ 年 １回 ０回 

令 和 ３ 年 ３回 ０回 

合  計 ４回 ０回 

 

５．委員会 

   市当局より令和３年度防衛省補助事業やＦ－３５Ａ戦闘機の航空自衛隊小松基地への配備

について、報告を受け、協議を行った。 

 

６．Ｆ－３５Ａ戦闘機の航空自衛隊小松基地への配備について 

 

（令和３年６月８日）   

市当局より、Ｆ－３５Ａ戦闘機の航空自衛 

隊小松基地への配備について説明を受けた。 

                              

（令和３年７月５日） 

 加賀市基地周辺整備協議会とＦ－３５Ａ戦 

闘機の航空自衛隊小松基地への配備について、 

意見交換を行い、騒音などの現状、また改善 

を要望する声をお聴きした。 

今後も加賀市基地周辺整備協議会と協力し 

ていくことを確認した。 

 

（令和３年７月３０日）  

議員協議会の場にて、川下委員長より７月 

     ５日に行った加賀市基地周辺整備協議会との 

意見交換の結果と今後も基地対策特別委員会 

として協力していく旨の報告を行った。 

基地対策特別委員会 報告 

加賀市基地周辺整備協議会との 

意見交換（R3.7.5） 

市当局からの説明 (R3.6.8) 



７．調査の結果 

   今任期では、Ｆ－３５Ａ戦闘機の航空自衛隊小松基地への配備についての加賀市基地周辺整

備協議会との意見交換を通じて、基地周辺住民から騒音や生活環境の現状と改善点などを確認

し、基地周辺自治体の議会として、さらなる基地対策の充実に向け、連携を緊密にしていくこ

との必要性を感じたところである。 

   また、意見交換の中でも告示後住宅の防音工事の未着手の件数など、さらに現状を把握して

いかなければならない点があり、今後も継続して調査・研究を行っていく必要があると考える。 


